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教育委員会指導主事(当 時)灘 邊憲司先生 を講
師にお迎 えして、講演会 「横 浜市が求めている
教員像 について」 と題 して行われた。
この会は、神奈川大学同窓神奈川県下学校教
職員会主催 の 「教育を語る会」 を兼ねて開かれ
た。
当 日は、本学 出身の教員 を中心 に多 くの卒業
生 と、教員採用試験 に合格 した学生 をは じめ と
す る在学生、あわせ て数十名の方が参加 して く
ださり、盛会であった。
ご多忙 中にもかかわらずご講演 くだ さった灘
邊先生 と、参加 して くださった皆様 に、 この場





動機や、教職 について後 に経験 されていったこ
とが、語 られた。
先生 は、福岡県のご出身。2度 の転校 を経て、
小学6年 生のときに横浜 に来 られた。中学時代
には、部活の先生 との出会いがあ った。その先
生 は、宿直の夜学校に泊めて くださったことも





指導がで きる教職 を目指そ うと思 った。
は じめに赴任 したのは、埼玉県の小学校 だっ
た。その後、横浜市の中学校 に移 り、社会科 を
教 えることになった。
家出 した少女が学校へ訪ねて きた ときに話 し
て くれたことか ら、多感な生徒 にとって、教師














、教養 と専門 に関す る筆記試験 と、
面接がある。後者では、集団作業 を通 して、受
験者の人柄 ・性格 ・態度 ・意欲 などの人物 的側
面を見 る。
二次 では、面接 と論 文が課 される。面接 は、
受験者一人に採用側の委員 は二人、生徒 との さ
まざまな模擬揚 面での対応 について、問われる。
た とえば、不登校の生徒が来た ときにどうする






教員 とい う仕事 は、大変である。教室での生






では、接客な どが重視 されるので、言葉遣 いが
きちんとした り、保護者への理解力がつ くとい
う成果が見 られている。 このような研修は、今
後 ますます重視 されてゆ くであろう。
教員に、教育への使命感や、子 どもとかかわ
る姿勢、自分 自身 も高めてゆ く態度 などが求め
られることは、昔 も今 も変わらない。生徒 との
かかわ りや言葉のや りとりの中で、絶 えず自分
を見つめ、変 えるべ きところは変 えてゆ く姿勢
が必要である。
その ような ことを考えて、採用試験 では、筆












次 々と発言 され、灘邊先生 もこれに答えなが ら、
さらに内容 を補足するお話 もして くださった。
時間に限 りがあるのが残念であったが、「講演
会」終了後、席 を変えて 「懇親会」が行 われ、に
ぎやかなひ と時が持 たれた ことを付 け加 えて、
報告 を終わる。
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